
〈
資
料
紹
介
〉
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵「
古
文
真
宝
抄
」（
笑
雲
清
三
抄
）の
文
英
清
韓
書
入
れ
注
記

―
翻
刻
・
解
説

―

山　
　

本　
　

佐 

和 

子

は
じ
め
に

　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
古
文
真
宝
抄
』（
所
蔵
先
資
料
名
「
魁
本
大
字
諸

儒
箋
解
古
文
真
宝
」、
請
求
番
号
一
〇
一
―

二
五
、
一
〇
巻
二
〇
冊
、
有
欠
）
は
、

五
山
僧
・
笑
雲
清
三
〔
生
卒
年
未
詳
、
明
応
―

天
文
頃
（1492
―1554

頃
）〕
が

漢
籍
「
古
文
真
宝
」
の
抄
物
四
点
を
集
成
・
編
纂
し
た
「
笑
雲
清
三
抄
古
文
真

宝
抄
」
の
現
存
す
る
写
本
の
一
つ
で
あ
る
（
以
下
、「
蓬
左
文
庫
蔵
本
」）。
ま

た
、
当
該
資
料
は
、
徳
川
家
康
の
死
後
、
蔵
書
の
一
部
が
尾
張
藩
祖
、
徳
川
義

直
に
贈
ら
れ
た
「
駿
河
御
譲
本
（
す
る
が
お
ゆ
ず
り
ぼ
ん
）」
で
も
あ
る①
。

　

本
稿
は
、
こ
の
蓬
左
文
庫
蔵
本
に
、
五
山
僧
・
文
英
清
韓
〔
永
禄
一
一

（1568

）―
元
和
七
（1621

）〕
に
よ
る
書
入
れ
注
記
が
存
す
る
こ
と
を
報
告
す
る

も
の
で
あ
る
。
清
韓
は
、
徳
川
家
が
豊
臣
家
を
滅
ぼ
し
た
大
坂
の
陣
の
契
機
と

な
っ
た
、
方
広
寺
鐘
銘
事
件
に
際
し
、
問
題
の
鐘
銘
を
作
成
し
た
人
物
で
あ
る
。

稿
者
は
以
前
、
同
じ
く
文
英
清
韓
の
書
入
れ
が
存
す
る
、
大
阪
府
立
中
之
島
図

書
館
蔵
『
増
刊
校
正
王
状
元
集
註
分
類  

東
坡
先
生
詩
』
の
調
査
を
行
っ
て
い

る
（
山
本 

二
〇
二
〇
、
二
〇
二
三
所
収
）。
蓬
左
文
庫
蔵
本
は
、
慶
長
二
〇

（1615

）
年
の
大
坂
夏
の
陣
の
直
後
、
清
韓
の
助
命
と
引
き
換
え
に
没
収
さ
れ

た
、
彼
の
蔵
書
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

本
稿
で
は
、
蓬
左
文
庫
蔵
本
へ
の
文
英
清
韓
の
書
入
れ
を
翻
刻
し②
、
抄
物
の

伝
本
が
、
言
語
史
資
料
の
み
な
ら
ず
、
政
治
史
、
文
化
史
資
料
と
な
る
可
能
性

を
指
摘
す
る
。
こ
の
書
入
れ
は
、「
笑
雲
清
三
抄
古
文
真
宝
抄
」
諸
本
の
う
ち
、

本
資
料
が
編
纂
者
・
笑
雲
清
三
に
最
も
近
い
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、
伝
本
関
係

の
詳
細
は
別
稿
を
準
備
し
た
い
。

〈
資
料
紹
介
〉
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
古
文
真
宝
抄
」（
笑
雲
清
三
抄
）
の
文
英
清
韓
書
入
れ
注
記

二
五
二
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一　

蓬
左
文
庫
蔵
本
の
書
誌

一
・
一
書
誌
事
項

　

蓬
左
文
庫
蔵
本
の
書
誌
事
項
は
以
下
の
と
お
り
。

〔
資
料
名
〕
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
（
所
蔵
者
整
理
書
名
）、
一
〇
巻
二

〇
冊
（
原
典
の
巻
六
前
半
部
分
、
欠
）〔
請
求
番
号
〕
一
〇
一
―

二
五

〔
体
裁
〕
改
装
砥
粉
色
無
地
表
紙  
二
五
・
七
×
一
九
・
五
㎝
、
袋
綴
装
四
ツ

目
綴

〔
料
紙
〕
楮
紙
（
虫
損
破
損
部
分
の
み
補
修
あ
り
）

〔
外
題
〕
題
箋
墨
書
「
古
文
真
宝
抄
」（
松
平
秀
雲
筆③
）

〔
内
題
〕
第
一
冊
「
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝  
巻
之
一
」

〔
写
式
〕
寄
合
書
（
書
写
者
は
推
定
七
名
）、
無
辺
無
界
半
丁
一
三
行
、
各
行
字

数
不
定
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
、
全
巻
朱
点
朱
引
あ
り

〔
総
丁
数
〕（
全
冊
合
計
、
墨
付
）
八
〇
九
丁
（
各
冊
約
三
〇
〜
七
〇
丁
）

〔
奥
書
〕
第
二
〇
冊
巻
末
「
是
鈔
者
集  

青
松  

梅
菴  

一
元  

湖
月  
之
手

抄
々
之
／
清
三
志
」

〔
蔵
書
印
〕
各
冊
冒
頭
「
御
本
」（
朱
陽
方
印
、
三
・
四
×
三
・
四
㎝
、
甲
印
）

　

本
資
料
は
、「
尾
州
家
駿
河
御
譲
本
書
目
」（
元
和
末
、
川
瀬
一
九
三
四
の
翻

刻
を
参
照
）
の
二
十
七
番
に
「
古
文
真
宝
抄  

廿
冊
」
の
記
載
が
あ
り
、
全
冊

に
、
川
瀬
論
文
で
、「
甲
」
に
分
類
さ
れ
る
「
御
本
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
複
数
名
の
書
写
に
な
る
寄
合
書
だ
が
、
本
の
体
裁
か
ら
、
全
冊
が
同

時
期
に
ま
と
め
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
前
半
（
原
典

「
古
文
真
宝
後
集
」
は
、
版
本
等
で
巻
一
〜
四
、
巻
五
〜
一
〇
の
二
分
冊
に
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
）
の
一
〇
冊
は
、
比
較
的
新
し
い
。
一
方
、
後
半
に
は
、
古

色
を
帯
び
る
も
の
が
あ
り
、
特
に
、
第
一
六
・
一
七
・
一
八
冊
に
は
、
元
の
写

本
を
残
す
た
め
と
思
わ
れ
る
補
修
が
見
ら
れ
る
な
ど④
、
損
傷
が
激
し
く
な
っ
た

冊
か
ら
、
順
次
、
書
写
し
直
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る⑤
。
文
英
清
韓

に
よ
る
書
入
れ
は
全
体
に
見
ら
れ
、
筆
跡
も
大
き
く
変
化
は
な
い
こ
と
か
ら
、

清
韓
が
所
持
し
て
い
た
時
点
で
こ
の
状
態
だ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
・
二　

文
英
清
韓
に
よ
る
書
入
れ
注
記
の
状
況

　

蓬
左
文
庫
蔵
本
は
、
抄
物
本
文
の
上
下
の
余
白
や
行
間
に
細
字
の
書
入
れ
が

数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、「
韓
私
云
」
が
冒
頭
等
に
付
く
例
が
三
十

三
箇
所
あ
る
。
そ
れ
ら
の
筆
跡
が
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
元
刊
本
の
書
入

れ
と
一
致
し
て
お
り
（
山
本
二
〇
二
〇
、【
図
１

・
２

】）、「
韓
私
云
」
の

「
韓
」
は
、
文
英
清
韓
を
指
し
、
書
入
れ
は
、
清
韓
の
自
筆
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る⑥
。

　

な
お
、
第
二
冊
と
第
五
冊
に
、
比
較
的
長
め
の
解
釈
を
別
の
料
紙
（
糊
付
け

の
痕
跡
は
な
く
、
本
文
料
紙
よ
り
一
回
り
小
さ
い
）
に
書
い
て
、
袋
綴
じ
の
内

〈
資
料
紹
介
〉
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
古
文
真
宝
抄
」（
笑
雲
清
三
抄
）
の
文
英
清
韓
書
入
れ
注
記

二
五
三
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側
に
入
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
第
五
冊
の
注
記
は
、
末
尾
に
「
已
上
ハ
清
韓
私
ニ

記
之
ソ
」
と
あ
り
、
筆
者
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
冊
の
注
記
は
、
筆
跡
か
ら

清
韓
と
推
定
で
き
る
た
め
、
今
回
の
翻
刻
に
含
め
た
。

二　

笑
雲
清
三
と
文
英
清
韓
の
関
わ
り

二
・
一
「
笑
雲
清
三
抄
古
文
真
宝
抄
」
に
つ
い
て

　
「
古
文
真
宝
」（
前
集
一
〇
巻
・
後
集
一
〇
巻
）
は
、
宋
〜
明
代
頃
に
編
纂
さ

れ
た
漢
詩
文
集
で
、
主
に
文
章
を
集
め
た
後
集
に
は
数
多
く
の
抄
物
が
現
存
す

る
こ
と
か
ら
、
五
山
禅
僧
が
愛
好
し
た
漢
籍
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
（
芳
賀
一

九
四
五
・
一
九
五
六
、
星
川
一
九
六
三
、
等
）。

　

な
か
で
も
、
笑
雲
清
三
〔
生
卒
年
未
詳
、
明
応
―

天
文
頃
（1492

―1554

頃
）〕

が
、
桂
林
徳
昌
抄
、
万
里
集
九
抄
、
桂
林
徳
昌
講
・
一
元
光
演
聞
書
、
桂
林
徳

昌
講
湖
月
信
鏡
聞
書
の
四
抄
を
集
成
し
た
「
笑
雲
清
三
抄
古
文
真
宝
抄
」
は
、

写
本
、
古
活
字
版
・
整
版
と
も
現
存
数
が
他
の
抄
物
よ
り
圧
倒
的
に
多
く
、
最

も
流
布
し
た
も
の
と
さ
れ
る
（
柳
田
一
九
九
二
）。
主
な
伝
本
は
次
の
と
お
り⑧
。

〔
写
本
〕
蓬
左
文
庫
蔵  

室
町
時
代
写
、
一
〇
巻
二
〇
冊
（
巻
六
後
半
欠
）

石
川
武
美
記
念
図
書
館
（
旧
お
茶
の
水
図
書
館
）
成
簀
堂
文
庫
蔵  

天
文

九
（1540

）―
天
文
一
二
（1543

）
年
写
、
一
〇
巻
一
五
冊

市
立
米
沢
図
書
館
蔵  

天
正
一
六
（1588

）
年
写
、
一
〇
巻
二
一
冊
（
一

之
二
、
三
之
一
欠
）

静
嘉
堂
文
庫
蔵  

室
町
末
江
戸
初
期
写
、
一
〇
巻
一
〇
冊
（
存
巻
一
下
、

二
、
三
、
四
坤
、
五
乾
、
七
、
八
、
九
乾
、
九
坤
、
一
〇
）

東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵  

江
戸
前
期
写
、
一
〇
巻
五
冊

国
立
国
語
研
究
所
蔵  

室
町
末
期
写
、
一
二
冊
【
稿
者
未
見
】

南
禅
寺
天
授
庵
蔵
、
室
町
後
期
写
、
存
巻
一
之
一
、
一
冊
【
稿
者
未
見
】

身
延
文
庫
蔵
、
室
町
写
、
存
巻
一
〇
、
一
冊
【
稿
者
未
見
】

【
現
所
在
未
詳
】
積
翠
軒
文
庫
旧
蔵
、
室
町
末
期
写
、
一
〇
巻
一
二
冊

〔
古
活
字
版
〕
※
所
蔵
先
省
略

　

①
元
和
三
年
四
周
単
辺
古
活
字
版  

一
〇
巻
一
三
冊

　

②
無
刊
記
四
周
双
辺
古
活
字
版  

一
〇
巻
一
三
冊

〔
整
版
〕
※
現
存
多
数

【図１：蓬左文庫本笑雲清三抄の書入】

（第１冊） （第５冊）（第３冊）

【図２：中之島図書館蔵『東坡先生詩』書入】

〈
資
料
紹
介
〉
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
古
文
真
宝
抄
」（
笑
雲
清
三
抄
）
の
文
英
清
韓
書
入
れ
注
記

二
五
四
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江
戸
前
期
整
版  

一
〇
巻
一
三
冊

　

伝
本
が
多
い
理
由
と
し
て
、
室
町
末
期
に
は
、
天
皇
家
・
摂
関
家
を
含
む
公

家
層
の
ほ
か
、
新
興
の
上
層
武
家
層
に
ま
で
、
漢
籍
「
古
文
真
宝
」
が
受
容
さ

れ
た
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

成
簣
堂
文
庫
蔵
本
は
、
現
存
す
る
写
本
の
う
ち
、
最
も
古
い
書
写
奥
書
を
持

つ
が
、
箱
書
に
よ
る
と
、
加
賀
藩
前
田
家
旧
蔵
で
、
家
老
・
今
枝
家
の
所
有
を

経
て
い
る
と
さ
れ
る
（『
新
修
成
簀
堂
文
庫
善
本
目
録
』、
参
照
）。

　

市
立
米
沢
図
書
館
蔵
本
は
、
笑
雲
清
三
抄
の
中
で
は
最
も
有
名
な
写
本
で
あ

る
。
妙
心
寺
の
南
化
玄
興
〔1538

―1604
〕
が
上
杉
家
の
重
臣
直
江
兼
続

〔1560

―1619

〕
の
学
識
に
感
銘
し
、
蔵
書
を
書
写
す
る
こ
と
を
許
し
た
と
い
う

識
語
を
有
す
る
た
め
で
あ
る
。
南
化
は
、
巻
頭
の
識
語
に
加
え
て
、
全
冊
分
の

直
筆
題
箋
を
兼
続
に
贈
っ
て
い
る
。
林
下
（
官
寺
の
五
山
で
は
な
い
臨
済
宗
寺

院
）
の
僧
侶
か
ら
戦
国
大
名
の
家
臣
へ
と
い
う
伝
播
の
経
緯
は
、
抄
物
の
担
い

手
、
受
容
者
の
史
的
変
容
を
示
す
点
で
貴
重
で
あ
る
。

二
・
二　

文
英
清
韓
と
古
文
真
宝
の
抄
物

　

蓬
左
文
庫
蔵
本
に
、
注
記
を
書
入
れ
た
文
英
清
韓
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図

書
館
蔵
元
刊
本
『
増
刊
校
正
王
状
元
集
註
分
類
東
坡
先
生
詩
』（「
四
河
入
海
」

の
原
典
）
に
、
大
量
の
仮
名
注
記
を
残
す
と
共
に
、
巻
末
に
、
自
ら
が
笑
雲
の

学
統
に
連
な
る
も
の
と
い
う
識
語
を
残
し
て
い
る
【
図
３

】。

　

文
英
清
韓
は
、
笑
雲
清
三
と
法
脈
上
は
師
資
関
係
に
は
な
い
が
（
玉
村
一
九

八
五
）、
と
も
に
東
福
寺
を
本
拠
と
す
る
聖
一
派
（
慧
日
派
）
に
属
し
て
同
寺

の
天
徳
庵
に
住
し
た
こ
と
、
出
身
が
伊
勢
で
、
一
時
期
、
同
国
の
無
量
寿
寺
や

鎌
倉
の
建
長
寺
に
い
た
こ
と
が
共
通
す
る
。

　

な
お
、
柳
田
（
二
〇
〇
四
）
は
、
古
文
真
宝
後
集
の
抄
物
の
う
ち
の
一
種
を
、

そ
の
古
活
字
版
の
冒
頭
に
見
ら
れ
る
次
の
「
韓
私
云
」
の
一
文
に
基
づ
き
、

「
文
英
清
韓
抄
カ
」
と
す
る
。
全
く
同
内
容
の
抄
文
が
、
蓬
左
文
庫
蔵
本
の
清

韓
書
入
れ
注
記
に
認
め
ら
れ
る
。

⑴　

韓
私
云
、
建
仁
常
庵
和
尚
之
古
文
真
宝
ハ
唐
本
也
、
此
本
ニ
云
、
古
文

真
宝
箋
注
釈
大
全
巻
之
一
ト

下
ニ
／
松
塢
門
人
京
兆
劉
剡
、
音
校
ハ
、
永

陽
麟
峰
後
学
黄
堅
編
集
ト
ア
ル
ホ
ト
ニ
、
無
疑
乎
、
但
先
輩
／
不
見
此
本

乎
、

  （
蓬
左
文
庫
蔵
本
・
一
10
オ
＝
彭
叔
守
仙
抄
古
文
真
宝
抄
・
古
活
字
版
一

１

オ
）

【図３：大阪府立中之島図
書館蔵，元刊本『増刊校
正王状元集註分類東坡先
生詩』第28冊巻末識語】

〈
資
料
紹
介
〉
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
古
文
真
宝
抄
」（
笑
雲
清
三
抄
）
の
文
英
清
韓
書
入
れ
注
記

二
五
五

同志社国文学98号　三校　（山本佐和子様）　Ａ



山
本
（
二
〇
二
三
）
で
は
、
柳
田
氏
が
「
文
英
清
韓
抄
カ
」
と
さ
れ
た
抄
物
が
、

東
福
寺
の
彭
叔
守
仙
〔1490

―1555

〕
が
、
能
登
守
護
の
畠
山
義
総
〔1491

―

1545

〕
の
依
頼
で
作
成
し
た
抄
物
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
右
の
一
文

が
、
な
ぜ
彭
叔
守
仙
抄
の
古
活
字
版
に
紛
れ
込
ん
だ
の
か
、
経
緯
の
解
明
が
俟

た
れ
る
。

三　

文
英
清
韓
書
入
れ
注
記
の
内
容
と
用
途

　

あ
と
の
翻
刻
に
見
る
よ
う
に
、
文
英
清
韓
に
よ
る
書
入
れ
注
記
（
以
下
、
清

韓
書
入
れ
）
の
内
容
は
、
前
掲
⑴
の
よ
う
な
先
学
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ほ
か
、
語

句
や
事
物
の
説
明
、
複
数
あ
る
解
釈
の
可
否
等
で
、
抄
物
で
は
一
般
的
な
内
容

で
あ
る
。
別
紙
に
書
い
た
長
め
の
注
記
が
あ
る
二
カ
所
も
、
巻
二
別
紙
は
原
典

の
口
語
的
な
解
釈
を
、
巻
五
別
紙
は
典
拠
の
口
語
的
な
解
釈
を
記
す
。

　

内
容
か
ら
は
、
清
韓
が
自
ら
古
文
真
宝
を
考
究
し
た
痕
跡
と
は
考
え
に
く
い
。

例
え
ば
、
巻
二
別
紙
に
相
当
す
る
箇
所
に
、
笑
雲
清
三
抄
で
は
長
文
の
漢
文
抄

が
続
く
。
清
韓
書
入
れ
は
、
講
義
の
下
準
備
の
メ
モ
（
手
控
）
の
可
能
性
が
あ

る
。

　

蓬
左
文
庫
に
は
、
現
在
把
握
し
て
い
る
限
り
、
他
に
三
点
、
文
英
清
韓
に
よ

る
書
入
れ
注
記
を
有
す
る
抄
物
が
あ
る
。「
聴
松
和
尚
三
体
詩
之
抄
」（
二
冊
、

請
求
番
号
一
〇
一
・
二
）、「
東
福
寺
湖
月
和
尚
三
体
詩
之
抄
（
蓑
庵
剰
穫
）」

（
三
冊
、
請
求
番
号
一
〇
一
・
二
一
）、「
仏
制
比
丘
六
物
図
抄
」（
一
冊
、
請
求

番
号
一
〇
四
・
七
二
）
で
あ
る
。
一
点
目
の
「
聴
松
和
尚
抄
」
に
は
、
慶
長
一

五
（1610

）
年
と
い
う
年
が
入
っ
た
注
記
が
見
ら
れ
る
。

　

⑵　

今
ノ
慶
長
十
五
年
庚
戌
マ
テ
ハ
チ
ヤ
ウ
ド
三
百
年
也
。

 

（
聴
松
和
尚
三
体
詩
之
抄
・
上
６

ウ
）

「
聴
松
和
尚
抄
」
の
抄
文
に
は
、
原
典
の
序
文
が
書
か
れ
た
「
至
大
二
年
」、

「
応
長
元
年
辛
亥
」
か
ら⑨
、
聴
松
＝
希
世
霊
彦
が
抄
物
を
作
成
し
た
明
応
五

（1496

）
年
ま
で
は
「
百
四
十
四
年
」（
清
韓
と
は
別
の
注
記
で
百
八
十
六
年
に

訂
正
）
で
あ
る
と
あ
り
、
書
入
れ
は
清
韓
が
注
記
し
た
年
で
数
え
直
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
講
義
を
す
る
時
か
ら
数
え
た
年
数
は
、
聴
衆
の
関
心
に
叶
い
、

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
も
、
書
き
入
れ
注
記
は
講
義
の
手
控
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

方
広
寺
鐘
銘
事
件
と
の
関
係

　

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
該
資
料
は
、
大
坂
夏
の
陣
の
直
後
に
没
収
さ

れ
た
、
文
英
清
韓
の
蔵
書
の
一
点
と
考
え
ら
れ
る
。
本
抄
に
直
接
関
わ
る
記
述

は
、
未
だ
古
記
録
等
に
見
い
だ
せ
て
い
な
い
が
、
白
石
虎
月
編
纂
『
東
福
寺

誌
』（
東
福
禅
寺
、
一
九
三
〇
年
）
に
は
、
関
連
記
事
が
多
く
見
出
せ
る
（
一

部
、
表
現
を
改
め
る
）。

慶
長
二
〇 

（1615

）
年
（
七
月
、
元
和
に
改
元
）
五
月  

大
坂
夏
の
陣
、

豊
臣
家
滅
亡

九
月
二
八 
日  

幕
府
、
東
福
寺
に
て
文
英
清
韓
所
持
の
長
持
・
書
籍
を
探

〈
資
料
紹
介
〉
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
古
文
真
宝
抄
」（
笑
雲
清
三
抄
）
の
文
英
清
韓
書
入
れ
注
記

二
五
六
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索
し
、
東
福
寺
に
預
け
る

一
〇
月
一 

四
日  

文
英
清
韓
捕
縛  

〔
金
地
院
日
記
〕「
此
中
も
韓
長
老
物

之
本
儀
、
被
㆓

仰
出
㆒、
此
方
へ
御
取
と
り
よ
せ
可
㆑

被
㆑

成
様
に
、

御
諚
候
間
そ
れ
も
慥
に
、
仰
出
承
届
㆓

御
左
右
㆒

可
㆑

申
候
、
相

国
寺
よ
り
出
候
本
の
儀
も
申
上
候
、
猶
も
本
共
五
山
の
間
、
其

外
を
も
せ
ん
さ
く
、
尤
も
禁
中
へ
上
り
候
本
之
儀
も
申
上
候
。」

一
一
月
一 

四
日  

幕
府
、
禁
中
に
あ
っ
た
文
英
清
韓
所
持
の
「
四
河
入

海
」「
帳
中
香
」
等
を
押
収
す
る

文
英
清
韓
が
貴
重
な
典
籍
を
多
く
所
持
し
て
い
る
こ
と
は
、
徳
川
側
も
把
握
し

て
お
り
、
特
に
、
以
心
崇
伝
（
金
地
院
崇
伝
）
が
関
心
を
寄
せ
て
没
収
を
画
策

し
た
こ
と
が
、
日
記
「
本
光
国
師
日
記
」
等
か
ら
分
か
る
。

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

蓬
左
文
庫
蔵
本
「
笑
雲
清
三
抄
古
文
真
宝
抄
」
の
来
歴
は
、
抄
物
の
受
容
層

の
変
化
や
、
そ
れ
に
伴
う
作
成
や
使
用
目
的
の
変
化
を
窺
わ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、

織
豊
期
に
は
、
上
層
武
家
が
、
漢
籍
の
宋
版
・
明
版
や
日
本
古
典
の
善
本
と
共

に
、
抄
物
に
つ
い
て
も
、
伝
来
の
確
か
な
写
本
を
所
有
す
る
こ
と
が
一
種
の
ス

テ
イ
タ
ス
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
蓬
左
文
庫
蔵
本
は
、
徳
川
家
が
、
上

杉
家
や
前
田
家
よ
り
、
作
者
に
近
い
善
本
を
入
手
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
慶
長
以
降
、
数
多
く
の
抄
物
が
、
古
活
字
版
で
版
行
さ
れ
た
背
景
に
は
、

同
時
代
の
抄
物
へ
の
高
い
評
価
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

本
抄
の
古
活
字
版
が
、
家
康
没
後
か
ら
間
も
な
い
元
和
三
年
正
月
に
刊
行
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
本
抄
の
元
和
三
年
古
活
字
版
と
そ
の
覆
刻
で

あ
る
江
戸
前
期
整
版
は
、
蓬
左
文
庫
本
と
ご
く
近
い
本
文
を
有
す
る
本
か
ら
版

が
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
慶
長
か
ら
寛
永
期
の
「
古
文
真
宝
後
集
」
の
整
版
に
は
、

「
清
韓
本
」
と
通
称
さ
れ
る
本
が
あ
り
、
一
部
は
、
慶
長
一
九
（1614

）
年
の

清
韓
自
筆
跋
を
持
つ
（
和
田
一
九
三
三
、
渡
辺
一
九
九
五
）。
本
抄
の
版
行
に

も
、
文
英
清
韓
や
周
囲
が
関
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
近
世
初
期
の
抄
物
の
版

行
に
は
、
こ
の
よ
う
に
先
学
の
抄
物
を
継
承
し
て
い
た
五
山
僧
が
関
与
し
た
例

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
経
緯
や
背
景
の
解
明
が
課
題
で
あ
る
。

注①　

徳
川
家
康
の
死
後
、
尾
張
徳
川
家
に
分
譲
さ
れ
た
家
康
蔵
書
は
、
三
七
七
件
二
八

九
三
冊
。
明
治
維
新
の
際
に
、
蔵
書
の
払
い
下
げ
処
分
が
行
わ
れ
、
約
三
分
の
一
を

処
分
。
現
在
は
、
二
五
七
件
一
八
七
一
冊
が
所
蔵
さ
れ
る
と
い
う
（
川
瀬
一
九
三
四
、

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
『
蓬
左
』
32
、
一
九
八
七
年
）。

②　

同
資
料
の
書
入
れ
の
中
に
は
、
筆
跡
か
ら
清
韓
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
も
の
も
あ

る
が
、
今
回
は
、「
韓
私
云
」
を
冠
す
る
も
の
と
、
筆
跡
か
ら
文
英
清
韓
の
も
の
と

推
定
で
き
る
長
文
の
付
箋
二
点
を
中
心
に
扱
う
。

③　
『
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
五
七

年
）
に
よ
る
。
松
平
秀
雲
（
君
山
）
は
、
尾
張
藩
士
の
儒
者
。

④　

三
冊
は
、
文
字
が
書
か
れ
た
小
型
の
料
紙
の
周
囲
に
ご
く
細
い
糊
代
を
と
り
、
白

紙
を
糊
付
け
す
る
形
で
、
他
の
冊
と
大
き
さ
を
揃
え
て
あ
る
。
文
字
が
書
か
れ
た
小

〈
資
料
紹
介
〉
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
古
文
真
宝
抄
」（
笑
雲
清
三
抄
）
の
文
英
清
韓
書
入
れ
注
記

二
五
七
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型
の
料
紙
（
元
の
本
）
の
寸
法
は
、
先
行
抄
（
桂
林
抄
）
の
伝
本
の
う
ち
の
一
点
、

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
蓬
左
文
庫
旧
蔵
）
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
蓬
左
文
庫

本
の
原
形
と
思
わ
れ
る
。
詳
細
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

⑤　
「
古
文
真
宝
後
集
」
は
、
前
半
所
収
の
作
品
の
ほ
う
が
好
ま
れ
た
よ
う
で
、
ど
の

抄
物
で
も
前
半
の
注
釈
が
詳
し
く
、
分
量
も
多
い
。
蓬
左
文
庫
本
で
、
前
半
が
比
較

的
新
し
い
体
裁
な
の
は
、
頻
繁
に
利
用
さ
れ
た
が
た
め
に
損
傷
が
早
く
進
ん
だ
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。

⑥　
「
○
私
云
」（
○
に
は
、
禅
僧
の
場
合
は
法
諱
の
下
字
が
入
る
こ
と
が
多
い
）
は
、

抄
物
で
聞
書
の
作
成
者
や
、
編
纂
者
な
ど
が
自
説
を
書
き
入
れ
る
と
き
に
一
般
的
に

用
い
る
表
現
で
あ
る
。
主
に
、
集
成
抄
物
や
書
入
れ
抄
物
（
原
典
漢
籍
の
欄
外
空
白

に
注
釈
を
書
入
れ
た
も
の
）
等
で
用
い
ら
れ
、
当
該
の
文
章
が
漢
籍
や
先
学
の
講
義
、

先
行
抄
に
拠
ら
な
い
こ
と
を
示
す
出
典
表
示
と
し
て
機
能
す
る
。
自
説
で
あ
る
こ
と

を
誇
示
し
た
り
、
謙
遜
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
抄
も
含
め
て
抄
物
で
は
、

名
前
の
略
号
の
な
い
「
私
云
」
も
用
い
ら
れ
、
本
抄
の
場
合
は
、
笑
雲
清
三
と
推
定

で
き
る
が
、「
私
云
」
が
誰
の
注
釈
か
特
定
で
き
て
い
な
い
資
料
も
多
い
。

⑦　

第
二
冊
の
別
紙
は
、
巻
末
最
終
丁
の
袋
綴
じ
の
内
側
に
、
二
つ
折
に
し
て
、
右
端

を
綴
じ
込
ん
だ
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
隠
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
（
写
真
撮
影
は

不
可
能
）。
第
五
冊
の
も
の
は
、
袋
綴
じ
の
内
側
に
挟
み
込
ん
で
あ
り
、
取
り
出
し

て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑧　

諸
本
は
、
柳
田
（
一
九
九
二
・
二
〇
〇
四
）
に
基
づ
く
。
一
部
、
残
存
状
況
、
書

写
年
代
を
私
に
補
う
。

⑨　

元
の
至
大
二
（1309

）
年
と
本
邦
の
応
長
元
（1311

）
年
で
は
、
年
が
異
な
る
。

辛
亥
は
後
者
で
、
訂
正
注
記
も
一
年
誤
っ
て
い
る
が
、
一
三
一
一
年
で
数
え
て
い
る
。

調
査
資
料

○
笑
雲
清
三
抄
「
古
文
真
宝
抄
」
蓬
左
文
庫
蔵
本
、
成
簣
堂
文
庫
蔵
本
、
市
立
米
沢
図

書
館
蔵
本
…
原
本
調
査
、
及
び
、
所
蔵
先
提
供
の
画
像
デ
ー
タ
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

紙
焼  

○
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
元
刊
本
『
増
刊
校
正
王
状
元
集
註
分
類
東
坡
先

生
詩
』
書
入
れ
注
記
…
原
本
調
査
、
お
よ
び
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
紙
焼  

○
本
光
国
師
日

記
…
『
本
稿
国
師
日
記
』
続
群
書
類
従
刊
行
会

参
考
文
献

上
村
観
光
（
一
九
一
二
）『
五
山
詩
僧
伝
』
民
友
社

川
瀬
一
馬
（
一
九
三
四
）「
駿
河
御
譲
本
の
研
究
」『
書
誌
学
』
３
―

４

白
石
虎
月
編
纂
（
一
九
三
〇
）『
東
福
寺
誌
』
東
福
禅
寺

玉
村
竹
二
（
二
〇
〇
三
）『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
：
新
装
版
』
思
文
閣
出
版

玉
村
竹
二
（
一
九
八
五
）『
五
山
禅
林
宗
派
図
』
思
文
閣
出
版

芳
賀
幸
四
郎
（
一
九
四
五
）『
東
山
文
化
の
研
究
』
河
出
書
房

芳
賀
幸
四
郎
（
一
九
五
六
）『
中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
』
日
本

学
術
振
興
会

星
川
清
孝
（
一
九
六
三
）「
古
文
真
宝
解
題
」『
古
文
真
宝
（
後
集
）  

新
釈
漢
文
大

系
・
第
16
巻
』
明
治
書
院

堀
川
貴
司
（
二
〇
一
五
）『
続  

五
山
文
学
研
究  

資
料
と
論
考
』
笠
間
書
院

柳
田
征
司
（
一
九
九
二
）「
桂
林
徳
昌
講
一
元
光
演
聞
書
『
古
文
真
宝
抄
』
彦
龍
周
興

講
某
聞
書
『
古
文
真
宝
抄
』
に
つ
い
て
」『
続
抄
物
資
料
集
成  

第
十
巻  

解

説
・
索
引
』
清
文
堂
出
版

柳
田
征
司
（
二
〇
〇
四
）「
抄
物
目
録
稿
（
原
典
漢
籍
集
部
の
部
）」『
訓
点
語
と
訓
点

資
料
』
113

渡
辺
守
邦
（
一
九
九
五
）「『
尤
之
双
紙
』
の
汝
ガ
生
タ
ル
ヲ
嗟
ク

―
清
韓
本
『
古
文

真
宝
後
集
』
の
諸
版

―
」『
実
践
国
文
学
』
47

和
田
維
四
郎
（
一
九
三
三
）『
重
刊  

訪
書
余
録
』
弘
文
荘

山
本
佐
和
子
（
二
〇
二
〇
）「
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
『
増
刊
校
正
王
状
元
集
注

〈
資
料
紹
介
〉
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
古
文
真
宝
抄
」（
笑
雲
清
三
抄
）
の
文
英
清
韓
書
入
れ
注
記

二
五
八
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分
類  

東
坡
先
生
詩
』
の
書
誌
的
考
察
」『
人
文
学
』（
同
志
社
大
学
人
文
学
会

編
）
205

山
本
佐
和
子
（
二
〇
二
三
）『
抄
物
の
言
語
と
資
料

―
中
世
室
町
期
の
形
容
詞
派
生

と
文
法
変
化

―
』
く
ろ
し
お
出
版

〔
付
記
〕　

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
調
査
を
ご
許
可
頂
き
ま
し
た
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、

石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簀
堂
文
庫
、
市
立
米
沢
図
書
館
に
記
し
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
本
稿
は
、
第
一
二
九
回
国
語
語
彙
史
研
究
会
（
二
〇
二
二
年
九
月
、

於
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
お
け
る
研
究
発
表
の
一
部
を
、
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で

す
。
発
表
の
席
上
、
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
。
本
研
究
は
、JSPS

科

研
費  17K

13464

、21K
00548

、21H
04349 

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

翻　

刻

○
凡
例

〔
書
入
れ
の
所
在
〕

・
以
下
は
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
笑
雲
清
三
抄
古
文
真
宝
抄
」（
所
蔵
先
資

料
名
「
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
」、
請
求
番
号
一
〇
一
―

二
五
、
一
〇
巻

二
〇
冊
、
有
欠
）
に
存
す
る
、
文
英
清
韓
に
よ
る
書
入
れ
注
記
の
翻
刻
で
あ
る
。

・
清
韓
書
入
れ
の
所
在
に
つ
い
て
、
蓬
左
文
庫
本
の
冊
（
対
応
す
る
原
典
「
古

文
真
宝
後
集
」
の
巻
次
）
ご
と
に
、
丁
数
、
書
入
れ
が
存
す
る
場
所
を
示
す
。

書
入
れ
は
、
抄
物
本
文
の
上
部
や
ミ
ミ
、
ノ
ド
の
余
白
、
行
間
等
に
な
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、「
本
文
上
」「
ミ
ミ
」「
ノ
ド
」「
行
間
」
等
で
示
す
。

参
考
に
、
書
入
れ
が
付
さ
れ
た
原
典
・
笑
雲
抄
の
箇
所
を
、【「
作
品
名
」
語

句
・
表
現
】
の
形
で
付
記
す
る
。

　
（
所
在
の
表
示
）
丁
数
・
場
所
【「
作
品
名
」
原
典
の
該
当
箇
所
】

　
　
　
　
　

例
、
18
オ
・
行
間
【「
秋
風
辞
」
懐
佳
人
兮
】

・
特
に
、
上
部
の
余
白
へ
の
書
入
れ
の
場
合
、
後
世
の
化
粧
裁
で
行
頭
数
字
分

が
欠
損
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。
凡
そ
、
推
定
で
き
る
文
字
数
を
□
で
示
し
、

改
行
箇
所
に
「
／
」
を
補
入
す
る
。

・
巻
一
六
〜
一
八
は
、
抄
物
本
文
が
書
か
れ
た
料
紙
の
周
囲
に
糊
付
け
さ
れ
た

紙
に
書
入
れ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
所
在
を
「
台
紙
」
と
し
た
。

　
〔
用
字
〕

・
用
字
は
、
現
在
通
行
の
も
の
を
用
い
る
。

・
濁
点
は
底
本
の
ま
ま
で
あ
る
。

・
清
韓
書
入
れ
に
は
、
朱
墨
の
句
切
り
点
が
入
る
例
が
多
い
。
判
別
で
き
る
限

り
、「
、
」
で
翻
刻
し
た
。
読
解
の
た
め
、
読
点
の
一
部
を
補
っ
た
。

・
清
韓
書
入
れ
で
は
、
原
典
「
古
文
真
宝
後
集
」
も
し
く
は
、「
笑
雲
清
三
抄

古
文
真
宝
抄
」
の
中
の
語
句
を
引
用
し
注
記
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
引
用
さ

れ
て
い
る
語
句
は
特
に
区
別
し
な
い
。
長
文
の
書
入
れ
で
、
区
別
し
た
ほ
う

が
分
か
り
や
す
い
例
に
つ
い
て
の
み
、
引
用
語
句
を
「　

」
に
括
っ
て
示
す
。

・
虫
損
、
欠
損
は
、﹇　

﹈
で
示
す
。
虫
損
、
欠
損
に
よ
り
、
判
読
に
疑
い
が

残
る
場
合
は
﹇
？
○
﹈
で
示
す
。

・
字
形
が
不
明
瞭
で
、
判
読
に
疑
い
が
残
る
字
に
つ
い
て
は
〔
？
〕
で
示
す
。

〈
資
料
紹
介
〉
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
古
文
真
宝
抄
」（
笑
雲
清
三
抄
）
の
文
英
清
韓
書
入
れ
注
記

二
五
九
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翻
　
刻

第
一
冊
（
古
文
真
宝
後
集
・
巻
一
）

２

オ
・
本
文
上
【「
序
」
而
挟
兎
園
冊
黨
庠
術
序
間
者
】

□
私
云
。
礼
／
□
学
記
云
、
／
□
教
者
、
／
□
有
㆑リ

塾ジ
ュ
ク

、
／
□
有
㆑

庠
／
□
有
㆑

序
、
／
有
㆑リ

学
、
／
□
ハ

書
堂
ノ

、
／
□
ノ

術
ハ

当
シ

／
□
州
ニ

ー
注
シ
テ

、
／
□
字
ノ

心
ソ
、

２

オ
・
ミ
ミ
【「
序
」
而
挟
兎
園
冊
黨
庠
術
序
間
者
】

術
ハ
、
韻
会
注
、
技
也
、
又
道
業
也
、
又
述
字
注
、
通
作
術
也
、
此
心
ハ
述
ス
ル

ノ
義
カ
ソ
、

２

ウ
・
本
文
上
【「
序
」
而
挟
兎
園
柵
黨
庠
術
序
間
者
】

﹇　

﹈
ヲ

黨
ト

、
／
ー
五
百
、
／
為
㆑

州
、
／
□
モ

序
モ
、
／
□
学
校
／
□
ソ
、
学

ノ
一
ニ

／
□
ナ
リ
、

２

ウ
・
本
文
上
【「
序
」
而
挟
兎
園
柵
黨
庠
術
序
間
者
】

□
私
云
、
黨
、
／
術
ー
ハ

学
／
□
事
ソ
、
唐
ニ
ハ

／
□
校
ト
云
テ
、
／
□
ニ
モ
郷サ
ト

／
ア
ル
ソ
、

３

ウ
・
作
品
後
の
空
白
【
予
寓
書
林
亦
年
、
得
一
善
士
、
而
与
之
友
者
先
生
之

高
弟
也
】

韓
私
云
、「
予
寓
㆓ス
ル
事

書
林
㆒ニ

亦
年
ト
シ
ア
リ

、
得
㆓テ

一
リ
ノ

善
士
㆒ヲ

、
而
モ

与ト
㆑

之
レ

友
タ
ル

者

ノ
ナ
リ

先
生
ノ

之
高
弟テ
イ

也ナ
リ

」
ト
点
ヲ
ヨ
ミ
テ
、
／「
高
弟
」
ハ
一
リ

善
士
ヲ
云
ソ
、
林

以
正
カ
高
弟
ノ
弟
子
テ
、
ア
ル
ソ
、
高
第ダ
イ

ト
ナ
シ
テ
ノ
時
モ
、
孟
子
ノ
序
ニ
モ

／
高
第
ノ
弟
子
公
孫
丑
万
章
ト
ア
レ
ハ
、
ヨ
キ
弟
子
ト
云
心
ソ
、
高
第
ハ
才
ノ

優
タ
ヲ
云
也
、
／
然
観
其
徒
則
可
以
知
其
師
矣
、
其
弟
子
ヲ
ミ
テ
其
師
ヲ
知
ト

云
ナ
レ
ハ
、
殊
高
第
ハ
／
ヨ
キ
才
ノ
優
タ
弟
子
ト
云
心
ソ
、
此
抄
ノ
義
、
恐
ハ

不
可
歟
、
林
以
正
ヨ
リ
モ
マ
シ
タ
人
ト
云
ハ
／
以
正
ハ
面
目
ヲ
失
タ
者
ソ
、
只
、

高
弟
ト
シ
テ
モ
、
高
第
ト
シ
テ
モ
以
正
カ
ヨ
キ
弟
子
ト
／
見
タ
ラ
ハ
ヨ
カ
ラ
ン

歟
、

10
オ
・
作
品
末
【
書
名
「
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
」
の
注
釈
の
最
後
】

韓
私
云
、
建
仁
常
庵
和
尚
之
古
文
真
宝
ハ
唐
本
也
、
此
本
ニ
云
、
古
文
真
宝
箋

注
釈
大
全
巻
之
一
ト

下
ニ
／
松
塢
門
人
京
兆
劉
剡
、
音
校
ハ
、
永
陽
麟
峰
後
学

黄
堅
編
集
ト
ア
ル
ホ
ト
ニ
、
無
疑
乎
、
但
先
輩
／
不
見
此
本
乎
、

18
オ
・
行
間
【「
秋
風
辞
」
懐
佳
人
兮
】

韓
私
云
、
毛
詩
ニ
簡
兮
編
云
、
山
ニ

有
㆑リ

榛シ
ン

、
湿サ
ワ
ニ

有
㆑

苓レ
イ

、
云コ
ヽ
ニ

誰
ヲ
カ

之
思
フ

、
西セ
イ

方
ノ

美
人
、
彼
ノ

美
ナ
ル

人
ハ

兮
、
西
方
ノ

之
人
兮ナ
リ

、
ト
云
語
勢
□

27
ウ
・
本
文
上
【「
漁
父
辞
」
作
者
屈
原
の
「
史
記
」
列
伝
二
四
の
引
用
】

韓
私
云
／
□
記
注
云
、
／﹇
？
漁
﹈
隠
曰
、
／
□
音
烏
／
□
反
、
温

第
二
冊
（
古
文
真
宝
後
集
・
巻
一
）

12
オ
・
ミ
ミ
【「
弔
屈
原
賦
」
章
甫
薦
履
】

韓
私
云
、
章
甫
、
細
布
冠
也
、
云
々
、
以
㆓テ

漆
布
㆒ヲ

為
㆑

之
ヲ

、
論
語
大
全
先
進
篇

ニ
ア
リ
、

〈
資
料
紹
介
〉
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
古
文
真
宝
抄
」（
笑
雲
清
三
抄
）
の
文
英
清
韓
書
入
れ
注
記

二
六
〇
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巻
末
別
紙
【「
秋
声
賦
」
題
注
「
此
篇
最
善
形
容
物
象
鋪
叙
模
写
変
態
不
窮
、

末
帰
於
人
生
、
憂
感
與
時
倶
変
、
使
人
読
之
、
有
悲
秋
之
意
」、
賦
本
文
二
段

途
中
ま
で
】

【
題
注
】「
物
象
」
ハ
、
万
物
ノ
象
也
、
形
容
ハ
カ
タ
ト
リ
カ
タ
ト
ル
ソ
、「
形

容
ー
」
ト
ハ
万
物
ノ
春
生
夏
長
秋
ー
ノ
体
ヲ
カ
タ
ト
ツ
テ
、
此
文
ニ
書
／
イ
タ

ソ
、「
模
ー
」
ソ
、「
変
」
ハ
カ
ハ
ル
ソ
、「
態
」
ハ
物
ノ
体
ソ
、
／「
末
」
ハ
此

篇
ノ
末
ソ
、「
感
」
ハ
撼ウ
コ
ク

也
、
愁
カ
撼
ソ
、「
使
人
ー
／
之
」
ハ
此
篇
ソ
、
此

篇
ヲ
ヨ
メ
ハ
、
悲
秋
ノ
心
カ
デ
ク
ル
ソ
、

【
賦
本
文
】「
欧
陽
子
ー
」
子
ハ
男
子
ノ
通
称
也
、
此
発
端
ニ
我
名
ヲ
呼
出
タ
カ

／
面
白
ソ
、
七
月
ノ
時
分
ソ
、
／「
聞
ー
」
聞
ハ
凡
聞
ニ
聞
ノ
字
ヲ
用
ソ
、

「
聴
」
ハ
詳
ニ
聴
ニ
聴
ヲ
書
ソ
、
／
シ
ン
〳
〵
ト
シ
テ
、
書
ヲ
読
ニ
聞
ケ
ハ
、

何
ヤ
ラ
声
カ
ス
ル
ソ
、
ト
コ
ヨ
リ
此
声
カ
／
ク
ル
ソ
ト
云
ハ
ハ
、「
西
」﹇　

﹈

ヨ
リ
ノ
事
ソ
、「
驟
ニ
ハ
カ
ニ

」「
驚
」
ハ
、
□
（
判
読
不
能
一
字
）、
ソ
ヨ
ク
心
也
／

注
ニ
窓
ハ
江
ノ
韻
ニ
入
テ
サ
ウ
ソ
、
ソ
ウ
ト
云
ハ
﹇　

﹈
ソ
、
ソ
ウ
ト
云
時
ハ
、

東
韻
ニ
／
入
テ
烟
リ
ダ
シ
ソ
、
マ
ド
テ
ハ
ナ
イ
ヲ
誤
テ
、
マ
ト
ヲ
窓ソ
ウ

ト
云
ソ
、

／「
触
其
ー
」
物
ハ
万
物
ソ
、
風
ハ
万
物
ニ
當
テ
鳴
ル
物
ソ
、
／「
金
鉄
ー
」
秋

ハ
金
ナ
ル
ニ
ヨ
ツ
テ
、「
金
鉄
皆
ー
」
ト
云
ソ①
、
／「
切
々
」
ハ
キ
リ
キ
サ
ム
ヤ

ウ
ナ
ソ
、「
號
」
ハ
虎
ノ
嘯
ク
声
ソ
、「
奮
発
」
ハ
フ
ル
イ
／
ヲ
コ
ス
ソ
、
／

「
豊
草
ー
」
ヲ
ハ
春
ト
ミ
ル
ソ
、「
佳
木
」
ヲ
ハ
夏
ト
ミ
ル
ソ
、

第
三
冊
（
古
文
真
宝
後
集
・
巻
一
）

17
オ
・
行
間
【「
前
赤
壁
賦
」
固
一
世
之
雄
也
。
而
今
安
在
哉
。】

韓
私
云
、
月
渓
云
、
安
在
ー
ハ
曹
ハ
一
世
ノ
雄
ナ
レ
ト
モ
、
今
ハ
ハ
ヤ
死
去
テ
、

無
ソ
ト
感
慨
ヲ
起
タ
ソ
、

39
オ
【「
憎
青
蠅
賦
」
荘
生
安
得
與
胡
蝶
而
飛
揚
の
注
】

韓
私
云
、
注
ニ
挧
々
ハ
、
悦
皃
、
又
飛
皃
、
蘧
々
ハ
フ
ン
ノ
ビ
テ
ネ
タ
皃

﹇　

﹈
僵
ハ
﹇
？
直
﹈
皃
ソ
、

第
四
冊
（
古
文
真
宝
後
集
・
巻
二
）

５

ウ
・
ノ
ド
【「
師
説
」
是
故
聖
益
聖
愚
益
愚
の
注
】

韓
私
云
、
松
月
云
、
注
、
結
得
主
ー
ト
ハ
、
愚
ニ
ナ
ラ
ン
モ
、
聖
ニ
ナ
ラ
ン
モ

我
意
カ
ラ
ソ
ト
云
心
ソ
、

６

オ
・
行
間
【「
師
説
」
愛
其
子
、
択
師
而
教
之
。
於
其
身
也
、
則
恥
師
焉
惑

矣
。】

韓
私
云
、
松
月
云
、
其
身
ヲ
云
ヲ
、
子
ノ
身
ト
云
ト
、
其
親
ノ
身
ト
云
ト
、
二

義
ソ
、

第
五
冊
（
古
文
真
宝
後
集
・
巻
二
）

18
ウ
・
行
間
【「
進
学
解
」
周
詰
殷
盤
の
抄
文
「
殷
―
ハ
毛
詩
ニ
殷
盤
篇
ア
ル

ソ
」】

〈
資
料
紹
介
〉
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
古
文
真
宝
抄
」（
笑
雲
清
三
抄
）
の
文
英
清
韓
書
入
れ
注
記

二
六
一
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韓
私
ニ
尚
書
ニ
コ
ソ
ア
レ
、
毛
詩
ニ
ハ
ナ
イ
ソ
、

19
・
袋
綴
の
中
の
別
紙
②
【「
進
学
解
」
周
誥
殷
盤
に
つ
い
て
、『
尚
書
』
中
の

関
連
個
所
の
概
略
を
述
べ
た
も
の
】

殷
盤
ハ
、
韓
私
云
、
尚
書
第
五
篇
名
也
、
盤
庚
ト
云
是
也
、
盤
庚
ト
／
云
ハ
、

殷
王
ノ
名
、
祖
乙
ノ
曽
孫
也
、
盤
庚
ノ
殷
ノ
都
ヲ
遷
サ
ン
ト
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
、
／

民
カ
カ
ナ
シ
ム
ホ
ト
ニ
、
盤
庚
篇
上
中
下
ヲ
作
テ
、
民
ニ
ツ
ケ
ラ
ル
ヽ
ソ
、
／

上
篇
ハ
、
告
㆓

群
臣
㆒ニ

、
中
篇
ハ
告
㆓

庶
民
㆒ニ

、
下
篇
ハ
告
㆓ノ
ル

百
官
族
姓
㆒ニ

也
、
下

篇
ハ
／
都
ヲ
遷
シ
テ
後
ニ
作
ル
ソ
、
殷
湯
ヨ
リ
、
盤
庚
ニ
至
ル
マ
テ
、
五
タ
ヒ

都
ヲ
遷
／
ス
ゾ③
、

周
誥
ハ
、
韓
私
云
、
周
五
誥
ト
云
カ
ア
ル
、
尚
書
ノ
篇
ノ
名
也
、
大
誥
康
誥
、

／
酒
誥
、
召
誥
、
洛
誥
ヲ
五
誥
ト
云
ソ
、
誥
ハ
ツ
ク
ル
ト
ヨ
ム
ソ
、

大
誥
ハ
、
尚
書
第
九
ノ
篇
ノ
名
也
、
此
篇
ニ
ハ
、「
周
武
王
崩
後
ニ
」、
三
監
カ

叛
ス
ル
ホ
ト
ニ
、
周
公
旦
ノ
東
／
征
シ
テ
討
ス
ル
ソ
、
此
事
ヲ
天
下
ニ
告
ル
ホ

ト
ニ
、
大
誥
ト
云
ソ
、
大
誥
ハ
大
ニ
誥
ル
／
也
、
三
監
ト
ハ
菅
叔
蔡
叔
ト
紂
カ

子
ノ
武
庚
ト
ソ
、

康
誥
ト
ハ
、
尚
書
ノ
八
ノ
篇
名
也
、
康
叔
ト
云
ハ
、
文
王
ノ
子
武
王
ノ
弟
也
、

成
王
ス
デ
ニ
、
／
菅
叔
蔡
叔
ヲ
伐
テ
後
ニ
、
康
叔
ヲ
衛
ノ
国
ニ
封
ス
ル
ホ
ト
ニ
、

康
誥
ヲ
作
﹇　

﹈／
告
ル
ソ
、
サ
ル
ホ
ト
ニ
康
誥
ト
云
ソ
、

酒
誥
ト
ハ
、
書
ノ
十
二
篇
ノ
名
ソ
、
紂
カ
淫
楽
テ
、
長
夜
ノ
飲
ヲ
ナ
ス
／

民
モ
コ
レ
ニ
化
シ
テ
、
酒
ハ
カ
リ
ニ
テ
朝
夕
﹇
墨
滅
﹈
ク
ラ
ス
、
今
ハ
紂
ハ

死
シ
テ

後
ニ
モ
其
余
／
習
カ
残
リ
テ
、
酒
ヲ
ノ
ム
ホ
ト
ニ
酒
ハ
ワ
ル
キ
物
ト
云
事

ヲ
作
テ
、
衛
ノ
民
ニ
／
教
ル
ソ
、
故
ニ
酒
誥
ト
云
ソ
、

召
誥
ト
ハ
、
書
ノ
十
四
篇
ノ
名
、
成
王
ノ
洛
邑
ニ
ヲ
ラ
ン
ト
テ
、
召
公
ヲ
シ
テ

地
形
／
ヲ
ミ
セ
ラ
ル
ヽ
、
召
公
ノ
地
形
ヲ
見
テ
戒
ヲ
ノ
ヘ
テ
、
成
王
ニ
告
ル
ソ
、

其
事
ヲ
／
史
官
カ
記
シ
タ
篇
ソ
、
洛
邑
ハ
、
天
下
ノ
中
ナ
ル
ニ
依
テ
、
武
王
ノ

此
ニ
都
セ
ン
ト
／
ヲ
モ
ハ
レ
タ
ホ
ト
ニ
、
成
王
、
其
志
ヲ
継
テ
、
洛
ニ
都
ス
ル

ソ
、

洛
誥
ト
ハ
、
尚
書
第
九
篇
ノ
名
ソ
、
此
ハ
召
公
洛
ノ
地
形
ヲ
見
テ
、
ウ占ラ
ヲ
ス

ル
／
事
ソ
、
其
後
ニ
周
公
往
テ
、
洛
ニ
邑
ヲ
作
ル
也
、
占
ヲ
シ
テ
吉
兆
ヲ
得
タ

ト
云
事
ヲ
／
云
タ
ソ
、

已
上
ハ
清
韓
私
ニ
記
之
ソ④
、

22
ウ
・
行
間
【「
進
学
解
」
先
生
曰
、
吁
、
子
来
前
。】

韓
私
云
、
吁ヲ
ン
ノ

ト
ハ
疑
イ
怪
ム
辞
ソ
、

第
六
冊
（
古
文
真
宝
後
集
・
巻
三
）

19
オ
・
ミ
ミ
【「
送
孟
東
野
序
」
其
沸
也
或
炙
也
。】

﹇
？
韓
﹈
私
云
、
其
沸
也
、
ー
ー
ハ
諸
抄
ノ
心
不
可
歟
、
湯
ヲ
ワ
カ
ス
ニ
モ
下

ニ
火
ヲ
焼
テ
炙
レ
ハ
湯
カ
沸
ト
云
心
歟
、

〈
資
料
紹
介
〉
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
古
文
真
宝
抄
」（
笑
雲
清
三
抄
）
の
文
英
清
韓
書
入
れ
注
記

二
六
二
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第
七
冊
（
古
文
真
宝
後
集
・
巻
三
）

26
ウ
・
行
間
【「
滕
王
閣
序
」
得
仙
人
之
旧
館
。】

韓
私
云
、
洪
崖
カ
居
タ
処
ナ
レ
ハ
、
仙
人
ノ
／
旧
館
ト
云
ソ
、

第
八
〜
一
一
冊
（
古
文
真
宝
後
集
・
巻
四
、
巻
五
「
箴
類
」）：
書
入
れ
注
記
な

し第
一
二
冊
（
古
文
真
宝
後
集
・
巻
五
）

17
ウ
・
行
間
【「
西
銘
」
不
愧
屋
漏
為
無
忝
。】

韓
私
云
、
屋
漏
ト
ハ
、
西
北
ノ
陽
ノ
ク
ラ
イ
処
ヘ
朝
日
ノ
光
ノ
モ
リ
ク
ル
様
ニ

シ
テ
ヲ
ク
ホ
ト
ニ
、
屋
漏
ト
云
ソ
、
ソ
コ
ニ
神
ア
ル
ソ
、（
続
き
、
本
文
上
）

□
ハ
帳
／
□
帳
ヲ
／
□
テ
／
□
ソ

19
ウ
・
行
間
【「
西
銘
」
申
生
其
恭
也
。】

韓
私
云
、
申
生
ハ
重
耳
ノ
兄
也
、
献
公
ノ
太
子
也
、
湖
ノ
／
義
、
恐
ク
ハ
不
可

歟
、

第
一
三
冊
（
古
文
真
宝
後
集
・
巻
五
）

３

ウ
・
ノ
ド
【「
北
山
移
文
」
勒
移
山
庭
。】

□
私
云
、
／
文
選
廿
二
、
北
山
移
文
之
注
云
、
勒
ロ
ク
ス
ト
ハ

、
移
山
庭
ト
ハ

、
刻
キ
サ
ム
ナ
リ

移

文
ヲ

、
於
山
庭
ニ

也⑤

11
オ
・
行
間
【「
北
山
移
文
」
至
其
紐
金
章
…
の
抄
文
「
サ
キ
ノ
墨
ソ
メ
ノ
衣

ヲ
ハ
ト
ツ
テ
置
テ
黄
ニ
ナ
ル
ソ
】

韓
私
云
、
一
抄
ノ
義
不
可
也
、
金
章
墨
綬
ハ
県
令
ノ
印
／
ト
綬
ソ
、
官
人
ノ
装

束
也
、
綬
ハ
、
佩
玉
紐
也
、

24
ウ
〜
25
オ
【「
弔
古
戦
場
文
」
屍
填
巨
港
之
岸
、】

韓
私
云
、
港
ハ
韻
会
ニ
港
水
分
流
也
、
増
韻
又
水
中
行
舟
道
、
玉
鑑
云
港
音
講
、

水
煙
也
、
□
（
？
玉
）
篇
云
港
古
項
切
水
□
也
、
広
韻
云
水
□⑥
、

27
オ
・
行
間
【「
弔
古
戦
場
文
」
周
遂
獫
狁
〜
穆
穆
棣
棣
】

韓
云
、
周
文
王
ノ
時
ノ
事
ソ
、
毛
詩
ノ
出
車
ノ
篇
ニ
此
事
ア
リ
、
六
月
ノ
篇
ハ

宣
王
ノ
時
ノ
事
ソ
、

第
一
四
冊
（
古
文
真
宝
後
集
・
巻
六
）：
清
韓
書
入
れ
な
し

第
一
五
冊
（
古
文
真
宝
後
集
・
巻
七
）

39
オ
・
行
間
【「
諱
弁
」
愈
曰
、
然
。
律
曰
、
二
名
不
偏
諱
。】

韓
私
云
、
曲
礼
ニ
律
曰
ノ
二
字
ナ
シ
、
松
ノ
義
恐
不
可
也
、
湖
義
可
也

40
ウ
・
行
間
【「
諱
弁
」
丘
與
蓲
之
類
是
也
。
以
下
の
注
】

韓
私
云
、
此
注
ハ
全
ク
曲
礼
ノ
注
ヲ
ソ
ノ
マ
ヽ
置
ソ
、

42
オ
・
行
間
【「
諱
弁
」
周
公
作
詩
不
諱
の
注
】

韓
私
云
、
駿
發
ー
、
梅
ノ
点
、
相
違
也
、
鄭
カ
義
、
／
駿
ハ
疾
ト
シ
テ
、
ト
ク

〈
資
料
紹
介
〉
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
古
文
真
宝
抄
」（
笑
雲
清
三
抄
）
の
文
英
清
韓
書
入
れ
注
記

二
六
三
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ト
ヨ
マ
セ
タ
ソ
、
毛
ハ
駿
ヲ
ヲ
ホ
イ
ニ
ト
ヨ
マ
セ
□
ソ
、

第
一
六
冊
（
古
文
真
宝
後
集
・
巻
八
）：
清
韓
書
入
れ
な
し

第
一
七
冊
（
古
文
真
宝
後
集
・
巻
八
）

36
オ
・
本
文
上
、
台
紙
【「
陳
情
表
」
朞
功
の
抄
文
「
朞
功
ト
云
ハ
、
喪
服
ニ

五
等
ノ
次
第
ア
リ
、
大
功
小
功
ト
云
」】

韓
私
云
、
大
功
小
功
ハ
叔
父
ヤ
イ
ト
コ
／
ナ
ン
ト
ノ
死
タ
時
ニ
九
月
ヤ
五
月
ノ

／
□
ミ
ヲ
ス
ル
事
ソ
、
妻
ノ
父
ヤ
ナ
ン
ト
ハ
、
／﹇
？
紬
﹈
麻
ソ
、
大
功
モ
小

功
モ
、
紬
麻
／
ノ
喪
服
ノ
﹇
墨
滅
﹈
シ
タ
テ
ヤ
ウ
ノ
チ
ガ
／
イ
ソ
、
一
元
ノ
説

ニ
、
功
ハ
親チ

ヽ

ノ
喪
ソ
／
□
云
説
、
甚
タ

不
可
也
、

第
一
八
冊
（
古
文
真
宝
後
集
・
巻
九
）

14
オ
・
本
文
上
、
台
紙
【「
原
道
」
道
與
徳
為
虚
位
の
注
】

韓
私
云
、
注
、
頓
挫
ハ
手
ノ
裡
ニ
ス
ル
／
心
ソ
、

37
オ
・
本
文
上
、
台
紙
【「
原
道
」
経
曰
夷
狄
有
君
、
不
如
諸
夏
之
亡
。】

韓
私
云
、
戎
狄
ー
荊
ー
是
ハ
、
／
□
詩
ノ
魯
頌
ソ
、
閟
宮
ノ
篇
ノ
／
后
ソ
、
閟

宮
篇
ハ
魯
ノ
僖
／
□
カ
周
公
旦
ノ
昔
居
ラ
レ
タ
土
／
□
ニ
居
ラ
レ
テ
マ
ツ
モ
ト

ノ
周
公
ノ
／
□
ノ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ツ
タ
ホ
ト
ニ
是
ヲ
ホ
メ
テ
／
□
﹇
？
作
﹈
タ
詩
ソ
、

戎
ー
荊
ー
ト
ハ
／
□
戎
北
狄
ヲ
モ
此
僖
公
ハ
ヨ
ク
／
□
タ
レ
タ
ソ
、
荊
ハ
楚
ソ
、

舒
ハ
／
□
﹇
？
先
﹈
ノ
与
国
ト
云
テ
、
ク
ミ
ノ
国
ソ
／
□
王
ヲ
モ
ヨ
ク
コ
ラ
シ

テ
イ
マ
シ
メ
タ
ソ
、
／
□
王
モ
ウ
タ
レ
タ
ソ
、
是
ハ
斉
ノ
／
□
候
ニ
随
テ
ウ
タ

レ
タ
ソ
、
／
是
ヲ
ホ
メ
タ
ソ
、
此
文
ニ
云
タ
ハ
、
昔
モ
戎
狄
ヲ
ハ
ウ
タ
レ
タ
、

今
仏
法
夷
狄
ノ
法
ヲ
用
ル
ハ
ク
セ
事
ト
云
事
ソ
、

第
一
九
冊
（
古
文
真
宝
後
集
巻
九
）

７

ウ
・
行
間
【「
過
秦
論
」「
崤
」
の
異
文
「
殽
」
に
つ
い
て
の
抄
文
「
桀
之
祖

父
也
、
私
云
夏
禹
事
ソ
」】

韓
私
云
、
此
義
非
也
、
夏
禹
ニ
ア
ラ
／
ス
、
孔
甲
ノ
子
也
、
桀
カ
祖
／
父
也
、

第
二
〇
冊
（
古
文
真
宝
後
集
巻
一
〇
）

４

オ
・
行
間
【「
上
張
僕
射
書
」
孟
子
有
云
、
〜
而
忘
其
君
者
。】

韓
私
云
、
孟
子
四
、
公
孫
丑
下
ニ
ア
リ
、

４

オ
・
本
文
上
【「
上
張
僕
射
書
」
孟
子
有
云
、
〜
而
忘
其
君
者
。】

□
私
云
、
／
□
下
知
／
□
イ
テ
、
／
□
リ
、
／
□
ル
事
ヲ
／
□
テ
、
／
□
教
／

□
ワ
ク
、
□
ヲ
□
マ
／
ソ
、
サ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
今
ノ
諸
候
ハ
大
ニ
人
ニ
過ス

キ

タ
ル

事
カ
ナ
キ
ソ
、
臣
ニ
諫
ヲ
ウ
ケ
テ
ヨ
カ
ラ
ン
モ
ノ
ヲ
ソ
、

17
オ
・
行
間
【「
答
韓
荊
州
書
」
此
畴
曩
心
跡
、
安
敢
不
尽
於
君
侯
哉
。】

韓
私
云
、
白
カ
我
カ
前
方
ノ
事
ヲ
尽
シ
テ
、
荊
ニ
云
タ
ト
云
心
乎
、
湖
ノ
義
如

何
、

〈
資
料
紹
介
〉
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
古
文
真
宝
抄
」（
笑
雲
清
三
抄
）
の
文
英
清
韓
書
入
れ
注
記

二
六
四
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20
オ
・
行
間
【「
答
韓
荊
州
書
」
且
人
非
堯
舜
。】

韓
私
云
、
荊
ヲ
ヲ
ト
イ
タ
テ
ハ
ア
ル
マ
イ
ソ
、
白
カ
我
カ
事
ヲ
云
テ
ア
ラ
ン
ソ
、

注①　

次
の
注
釈
ま
で
、
原
典
の
一
部
を
欠
く
。

②　

別
紙
の
料
紙
は
、
本
全
体
と
比
べ
て
や
や
薄
手
の
楮
紙
だ
が
、
特
に
新
し
く
は
見

え
な
い
。
内
容
の
ほ
か
、
別
紙
の
虫
損
箇
所
が
、
前
後
の
丁
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、

か
な
り
長
期
間
こ
の
箇
所
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

③　

内
容
ご
と
に
改
行
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
翻
刻
も
そ
れ
に
従
う
。

④　
「
已
上
ハ
」
以
下
、
三
字
分
ほ
ど
下
が
っ
て
い
る

⑤　

返
り
点
は
綴
じ
込
ま
れ
て
、
確
認
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

⑥　

已
上
二
字
分
□
は
、
綴
じ
込
ま
れ
て
確
認
で
き
な
い
。

〈
資
料
紹
介
〉
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
古
文
真
宝
抄
」（
笑
雲
清
三
抄
）
の
文
英
清
韓
書
入
れ
注
記

二
六
五
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